
エゼキエル書２０章（７０人訳） 

 

１ そしてこうなった、７年目の月の１５日に、イスラエルの家の長老たちが主に尋

ねるために来た。そして彼らは私の前に座った。 

 

２ そして主のことばが私にきて語る、 

 

３ 人の子よ、イスラエルの家の長老たちに向かって語り、彼らにこういわなければ

ならない、主はこのようにいわれる、あなたがたは私に尋ねに来たのか？ 

私が生きているので、私は決してあなたに答えない、と主はいわれる。 

 

４ 私は彼らにまったく復讐しないだろうか、人の子よ？彼らに対して、彼らの父た

ちの不正を証言せよ： 

 

５ そしてあなたは彼らに対して言わなければならない、このように主はいわれる： 

私がイスラエルの家を選んだ日から、ヤコブの家の種に知られ、 

そしてエジプトの地において彼らに知られた日よりこのかた、私は私の手で彼ら

を助け語った、私は主であり、あなたの神であると。 

 

６ それらの日において、私は彼らを私の手で助け、彼らをエジプトの地から出し、

私が彼らに備えた地、乳と蜜が流れる地、すべての地より肥沃な地へと連れて行

った。 

 

７ そして私は彼らにいった、皆、自分の目に忌むべきことを捨てよ、 

そしてエジプトの企みで自分自身を汚すな：私は主でありあなたの神である、と。 

 

８ しかし彼らは私に反抗した、そして私に聞かなかった： 彼らは彼らの目に忌む

べきことを捨てず、エジプトの企みを捨て去らなかった： 

それで、私は私の怒りを彼らに注ぐ、エジプトのまなかで彼らに怒りを成し遂げ

ると語った。 

 

 

９ しかし、私は、私の名が異邦人の目の前でまったく汚され、私自身を知らせよう

とした彼らの目の間で、エジプトの地から連れ出そうとした人々の間で、 

まったく汚されないようにした。 

 



１０ そして私は彼らを荒野に連れ出した。 

 

１１ そして私は彼らに私の戒めを与えた、そして彼らに私の掟を知らせた、 

それは人がそれらを行なえば、彼がその中で生きる掟である。 

 

１２ そして私は彼らに私の安息を与えた、それは私と彼らの間でしるしとなるもの

である。それにより彼らは私が主であり彼らを清めるものであることを知る。 

 

１３ そして私はイスラエルの家に荒野でいった、あなたは私の戒めに歩め：  

しかし、彼らはそれに歩まなかった、そして彼らは私の戒めを拒否した、 

それはもし人が行なえば、人がその中で生きるものである；  

そして彼らはひどく私の安息を汚した： 

それで、私は私の怒りを彼らの上に荒野で注ぎだし、滅ぼすといった。 

 

１４ しかし、私は彼らを引き出したのを見た異邦人の前に私の名前がまったく汚さ

れないようにした。 

 

１５ しかし、私は彼らに対して最後に荒野で私の手を挙げ、私が彼らに与えた地へ

連れて行かないようにした。それは乳と蜜の流れる地、それは他の地より甘い

地である。 

 

１６ なぜなら彼らは私のおきてを拒否し、私の戒めに歩まず、逆に私の安息を汚し、

彼らの心の想像に従った。 

 

１７ しかし、私の目は彼らを惜しんだ、それで、彼らをまったくは滅ぼさず、 

彼らを荒野で終わらせなかった。 

 

１８ そして私は彼らの子達に荒野で言った、あなたたちの父たちの習慣に歩むな、

彼らの教えを守るな、彼らの行いに従うな、それらにより自分自身を汚すな。 

 

１９ 私は主でありあなたの神である、私の戒めに歩め、私の規定を守り、それを行

なえ。 

 

２０ そして私の安息日を尊び、そしてそれをあなたと私の間のしるしとせよ、 

そしてあなたは私が主であると知ろう。 

 



２１ しかし、彼らは私を怒らせ、彼らの子達は私の戒めのうちに歩まなかった、 

そして私の教えを行おうと注意を払わなかった、それは人がそれを行なうなら

彼はその中で生きるものである、そして彼らは私の安息を汚した： 

それで、私は私の彼らへの怒りを成し遂げるために、私の怒りを彼らの上に 

荒野で注ぎだすといった。 

 

２２ しかし、私は私の名前が異邦人の前で全く汚されないようにとした；  

そして私は彼らを彼らの目の前で連れ出した。 

 

２３ 私は荒野で私の手を彼らに挙げた、そして彼らを異邦人の間に散らし、 

そして国々の間へ分離させた。 

 

２４ なぜなら彼らは私の規定を保たず、私の戒めを拒否したからである、 

そして私の安息を汚した、そして彼らの目は彼らの父たちの想像に従った。 

 

２５ それで、私は彼らに良くない戒め、それによっては生きない規定を与えた。 

 

２６ そして私は彼らが彼ら自身の規定で、汚れるようにし、彼ら一人一人が子宮を

開くなら、私が殺すようにした。 

 

２７ それゆえ、人の子よ、イスラエルの家に語れ、そして彼らに言え、 

このように主は言われる： これまであなた方の父祖は私に対して犯した反抗

により、怒らせた。 

 

２８ にもかかわらず、私は彼らに与えると私の手を挙げた地へと彼らを連れて行っ

た、そして彼らはすべての高い丘を見た、そしてすべての影のある木を、 

そして彼らは彼らの神へとそこでささげものを捧げた、そしてそこで甘い香り

のものを捧げた、そして彼らはそこで注ぎの供え物を注いだ。 

 

２９ そして私は彼らにいった、アバマとは何か、彼らがそこへ行くとは？ 

そして彼らはそのたてがみを今に至るまでアバマと呼ぶ。 

 

３０ それゆえ、イスラエルの家に言え、このように主はいわれる、あなたはあなた

の父祖たちの不正によって自分自身を汚すのか、そしてあなたは彼らの忌むべ

きものに従い、姦淫を犯すのか、 

 



３１ そしてあなたはあなたの贈り物の最初の実により自分自身を汚すのか、 

あなたの全ての想像のささげものによって自分自身を汚すのか、今に至るま

で；  

そして私はあなたに答えるべきか、イスラエルの家よ、私が生きるので、 

と主はいわれる、私は決してあなたに答えない、またこのことがあなたの霊に

くることは無い。 

 

３２ そしてあなたがいっているように、我々は国のようになろう、地の種族のよう

になり木の株や石を拝もう、とのことはならない。 

 

３３ それゆえ、私が生きるので、と主はいわれる、私はあなたを強い手、高い腕、

注ぎだされた怒りをもって支配する、 

 

３４ 私はあなたを、国々から、あなたが散らされた地から連れ出す、強い手を、 

高い腕を、そして注ぎだされた怒りをもって。 

 

３５ そして私は国々の荒野へと連れ出す、そして私はあなたを顔と顔をもって弁護

する。 

 

３６ 私があなたの父祖をエジプトの地の荒野で弁護したように、 

そのように私はあなたを裁く、と主はいわれる。 

 

３７ そして私はあなたを私の杖を通らせる、そして私はあなたを数えて連れて行く。 

 

３８ そして私はあなたを不敬虔や、反抗者から分離する、それは、私は彼らを滞在

する地から、引き出すからである、そして彼らはイスラエルの地へと入らない： 

そしてあなたは私が主である、そうだ主であることを知る。 

 

３９ そしてあなたに対して、イスラエルの家よ、このように主はいわれる、 

そうだ主なる方だ； それぞれその邪悪な行いから離れよ、そしてこのあと、

もしあなたが私に聞くなら、そしてあなたはもう私の聖い名前をあなたの贈り

物や、たくらみによって汚さないなら、 

 

４０ それは私の聖なる山の上に、高い山の上に、と主はいわれる、 

そうだ主がいわれる、すべてのイスラエルの家は私に仕えるべきである、 

そしてそこで私はあなたを受け入れる、そして私はあなたの最初の実を尊ぶ、



そしてあなたの贈り物の最初の実、すべてのあなたの聖なるものを。 

 

４１ 私はあなたを甘いにおいの味とともに受け入れる、私があなたを国々の間から

連れ出すとき、あなたを散らされた国々の間から連れ出すとき；  

そして私はあなたの間で、国々の目の前で聖とされる。 

 

４２ そしてあなたは、私があなたをイスラエルの地へと連れて行くとき、 

私があなたの父祖へと与えるために私の手を上げた地へ連れて行くとき、 

私が主であることを知る。 

 

４３ そしてあなたはそこであなたの道を、そしてあなたが自分自身を汚したあなた

の企みを思い出す；  

そしてあなたはあなたのすべての邪悪さのゆえに、自分を嘆き悲しむ。 

 

４４ そしてあなたは私があなたにこのように行なうとき私が主であることを知る。

それは私の名前はあなたの邪悪な道のゆえに、そしてあなたの腐敗した企みに

より、汚されるべきでないからである。 

 

４５ そして主のことばが私に来ていう、 

 

４６ 人の子よ、あなたの顔をタエマンに向け、そしてダロムを求めよ、 

そしてナゲブの主なる森に預言せよ。 

 

４７ そしてナゲブの森に対して語れ、主のことばを聞け；このように主はいわれる、

そうだ主はいわれる： 見よ、私はあなたのうちに火をつける、 

そしてそれはあなたのうちの全ての緑の木と乾いた木を食い尽くす：  

燃えた炎は決して消えない、そして南から北まですべての顔はそれとともに焼

かれる。 

 

４８ そしてすべての肉は私、主がそれを燃やしたことを知る、それは決して消えな

い。 

 

４９ そして私はいった、それはいけません、おお主なる神よ、彼らは私にいうので

す、この語られていることばはたとえではないのか？と。 

 

 


